
TONE HAMMER 500
ユーザー・ガイド







I. はじめに
この度は Aguilar Tone Hammer500 をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
Tone Hammer 500 は既に高い評価を得ている Tone Hammer ペダルのプリ・アンプ部を組み込ん
だ、超軽量ベース・ヘッド・アンプです。フレキシブルな 3バンド EQ、多彩な “Drive” コントロール、
そして500ワットのパワーを2kgのパッケージに搭載しています。Tone Hammer 500は、ギグバッ
グのアクセサリー・ポーチに入るコンパクト・サイズでありながら、伝統的な “Aguilar Sound” を
提供します。
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II. 基本的なセットアップ
入力電圧：100-120/200-240 VAC 入力

50/60 Hz

メインヒューズ：定格電流：6.3A（T 6.3A/250V）

最大消費電力：670W

＊日本国内で使用される場合、アンプ背面にある Input Voltage スイッチ [21] を 115V に合わせ

てください。

ご使用のスピーカー・キャビネットとアンプのスピーカー・アウト [19]を、スピコン－スピコン・

ケーブルを使用して接続します。（12 ゲージ以上の太さのケーブルを使用してください。）

・このアンプの出力の合計は、使用するキャビネットのインピーダンス値によって異なります。

8ohmキャビネット 1台― 250 ワット 

8ohmキャビネット 2台― 500 ワット

4ohmキャビネット 1台― 500 ワット

・付属の電源コードを使用して、AC 電源 [23]に接続します。

・使用する楽器を INPUT ジャック [2]接続します。

MASTER ヴォリューム・ノブ [11]と Drive ノブ [4]を下げた状態で、アンプの電源 [22]を入れます。

下記に従って調整します。

プリ・アンプ

1．音を出す際には、Gain ノブ [23]を上げてください。

2．出力レベルが高い楽器を使用している場合は、-10dBボタン[1]を押して、入力バッファがクリッ

ピングするのを避けてください。-10dB ボタン [1]は Input ジャック [2]の上にあります。このボ

タンを押すことで、入力信号を 10dB 抑えます。

3．Master ノブ [11]を必要な音量まで上げてください。

保護機能の特徴

Tone Hammer 500 は通常範囲の限度を超える操作をした場合に、アンプがダメージを受けるのを

避ける保護回路が装備されています。保護回路には過電流、高熱、DC、高周波の検知が含まれま

す。もし、これらいずれかの異常信号を検知した場合、アンプは出力を制限するか電源がオフに

なります。電源がオフになった場合、ただちに再起動を試み、異常が継続しているかを確認します。

電源オフの場合、Operate ランプ [16]と Status ランプ [18]は消灯します。



III. 特徴と機能
A. フロントパネル

[1]-10dBボタン（出力レベルが高い楽器を接続する際にレベルを 10dB 抑えます）

[2]INPUT（インプット・ジャック -ベースを接続します）

プリアンプセクション

[8] Treble: +/ ー 14db @ 4kHz

[5] MID LEVEL +/ ー 16db

[6] MID FREQUENCY: 180Hz ー 1kHz

[7] BASS: +/ ー 17db @ 40Hz

DRIVE コントロール [4]は GAIN コントロール [3]の位置と連動して、ゲイン構造（歪み具合）と

EQを変化させます。DRIVE コントロール [4]は EQを “ ヴィンテージなキャラクター ”にし、設定

してある GAIN コントロール [3]に適した EQ及び歪み具合を調整します。GAIN コントロール [3]

を低くセッティングした場合、「フラットなEQ」が適応されます。GAINコントロール[3]を高くセッ

ティングした場合、低音域はよりタイトに、高温域はより滑らかになります。

Drive 回路はミッド・レンジ（中域周波数）コントロールに強く作用する構造になっており、単純

に GAIN コントロール [3]、MID LEVEL コントロール [5]、MID FREQ コントロール [6]を調整する

だけで、非常に豊かな音色のバリエーションをもたらします。

エフェクト・ループ [9][10]

エフェクト・ループは、4dBu のノミナル入力レベルを持つプロ用ラック機材と接続するように設

計されています。エフェクト・ペダル類はアンプの前段に接続してください。

SEND[9]から外部エフェクトの入力ジャック (MONO) へ接続し、外部エフェクトの出力 (MONO)

から RETURN ジャック [10]へ接続します。



[14]D.I 部

D.I. ノミナル出力レベル：-20dBu

[13]D.I.Pre/Post ボタン

Pre － -10dB インプット・パッドを通過した信号は、GAIN[3]、EQ（BASS[7]、MID LEVEL[5]、

MID FREQ[6]、TREBLE[7]）コントロールを通らず D.I. XLR 出力ジャック [14]から出力されます。

Post － 信 号 は、GAIN[3]、EQ（BASS[7]、MID LEVEL[5]、MID FREQ[6]、TREBLE[7]）、

MASTER[11]、及び SEND[9] 、RETURN[11]を介したエフェクトが、D.I.XLR アウトプット・ジャッ
ク [14]に出力されます。
[15]LIFT/GNDボタン：D.I 端子から出力した際にハム・ノイズが発生する場合、グランド・ルー

プが生じている可能性があります。この場合、多くは LIFT/GND ボタン [15]を押すとノイズを除

去できる場合があります。

＊注意：Tone Hammer 500 は、D.I 端子を通したファンタム電源により損傷をする恐れはありま

せん。ファンタム電源はミキシングコンソールの入力チャンネルで電源供給を受け、コンデンサー

マイクなどに電源を送ります。ファンタム電源（通常は 48V）を使用しても、D.I. やアンプには影

響を与えません。

B. リアパネル

[19] スピーカー出力端子：

2 つのスピコン型出力端子を備えています。負荷が合計で 4ohmを超えなければお好きな組み合

わせができます。スピコン端子は+1、-1 配線です。

[20] チューナー出力端子：

1 つの 1/4 インチ・フォーン・ジャック出力端子を備えています。アンプがミュートされていて

もチューナーには信号が出力されるようになっています。

[21]INPUT VOLTAGE SELECTOR：

INPUT VOLTAGE SELE スイッチでご使用になる環境の電源電圧を選択します。日本国内では

100-120V 用に 115V を選択してください。

日本国外でのご使用については保証の対象外となりますので予めご了承ください。




